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DNA 登録
身元確認
生前資料

緒 言

　身元不明死体の DNA による身元確認は生前の
DNA と死体由来の DNA との照合により行われる。
しかし生前の DNA が存在しない場合，遺族由来の

DNA との血縁関係の証明により身元確認が行われる。
　東日本大震災以降，より確実な身元確認を迅速にか
つ正確に行うために生前資料のデータベース構築の重
要性が浮き彫りとなった1）。三浦半島は日本の中でも
大規模地震の発生リスクが高い地域であるとされてい
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Abstract
Identification of unidentified corpses based on DNA involves matching of DNA from the body with DNA data 

obtained from the victim during life. If such antemortem data are lacking, then matching is based on DNA samples 
taken from blood relatives. Since the Great East Japan Earthquake, it has become a pressing priority to establish 
an antemortem DNA database to facilitate rapid identification of disaster victims.

From fiscal 2012 to 2014, an antemortem DNA registration project in preparation for large-scale disasters 
(MEXT-Supported Program for the Strategic Research Foundation at Private Universities, 2012-2014 (S1203004)) 
has been carried out, and about 3,000 individuals have been registered.

In March 2015, we were commissioned to confirm the identity of unidentified corpses found in Kanagawa 
Prefecture on the basis of DNA. As a surviving sister had indicated that she had registered for the DNA database in 
the previous year, the brother and sister relationship was confirmed based on DNA extracted from the teeth of the 
corpses, after obtaining consent from the family of the deceased.

In the present case, since a member of the family of the deceased had registered for antemortem DNA typing, 
it was possible to shorten the time required for data collection and comparison of the DNA samples, and thus the 
significance of this approach for individual identification was emphasized even for relatives who had not registered. 
It is considered that registration for antemortem DNA typing will facilitate more reliable and rapid personal 
identification.
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る2）。そのため，神奈川歯科大学では平成 24 年 4 月
から 27 年 3 月にかけて，大規模災害時身元確認に備
えた生前 DNA 登録プロジェクトに取り組み3），身元
確認に使用する DNA ローカスの三浦半島での遺伝子
頻度が判明，日本全国の遺伝子頻度と比較して三浦半
島での身元不明死体の個人識別の確率計算に三浦半島
での遺伝子頻度の有用性について検討を行った。その
際に，登録された生前 DNA 情報が独居死体の身元確
認に役立った事例を経験したので報告する。

材料および方法

1．概要と死体所見
　某年 3 月，横須賀市で身元不明死体が発見され，本
学で死因究明と身元確認のための司法解剖が行われ
た。
　死体発見のいきさつは，市内の住宅で警察に近所の
人から最近住んでいた男性の姿を見ないと安否確認の
依頼があり，警察官が赴いたが施錠されており，救急
隊を要請，梯子で２階の無施錠の窓から入室したとこ
ろ，布団の上で死亡している男性を発見した。
　検視では犯罪性は認めないものの，顔貌では身元が
判明できないため，死因の確定と個人識別のため権限
解剖を行うこととなった。
　解剖時の所見は，外表は体表の皮は褐色から黒褐色
で，腹部の軟部組織は屍蝋化，そのほかの皮膚は革皮
様化しており，頭部は黒褐色，一部に白髪混じりの頭
髪が残存，外傷等異常はなかった。左右眼窩部は原形
を止めない僅かな軟部組織の残存があり，上下眼瞼は
開口していた。鼻腔から口腔は大きく開口し，上下顎

骨と歯が確認された。残存する黒褐色の軟部組織に損
傷等異常はなかった。前頸部には鶏卵大の実質欠損が
あり，頸部器官は一部露見していた。会陰部は陰茎，
陰嚢の原型はなく，僅かに黒褐色の蔓状のものが残存
し，皮膚等の軟部組織は一部欠損していた。体背面に
は外傷等異常はなく，中央部は淡い褐色，革皮様化し
ており，その他は黒褐色，後頸部から左右側胸部，左
右側腹部にかけて白色のカビが寄生していた。右下肢
は膝関節を屈曲しており，その他上下肢各関節は伸展
していた。部分的に小動物による蚕食を認めるが損傷
はなかった。
　解剖の結果，死因は不詳。死亡してから 4 か月ほど
経過し，死亡時の年齢は 66 歳と推定された。
　歯は残存していたが，生前歯科資料が存在しておら
ず，身元確認ができなかったため，DNA による身元
確認を嘱託された。
　警察が遺族と思われる姉を探しあて，兄弟鑑定によ
る身元確認のための DNA 資料の採取をお願いしたと
ころ，女性は昨年，本学の生前 DNA 登録事業に参加
登録をしたという申し出があったため，女性の承諾を
得て登録済みの DNA データを用いて死体との弟姉鑑
定を行った。
2．生前 DNA登録および方法
　DNA による身元確認は通常，指紋や歯科所見と平
行して行われる 6–11)。DNA は生前の本人資料が存在し
なくても血縁者から本人を特定できることが指紋，歯
科所見にはない特徴である。しかし，血縁が遠い遺族
との照合では鑑定精度が低くなるため，確実に身元確
認を行うためには本人の生前 DNA データが必要とな

図1　	平成24年4月～27年3月にかけて行った「大規模災
害時身元確認に備えた生前DNA登録プロジェクト」
の主な開催場所

	 http://expo.minnade.jp/kanagawa.htm参照

表1　主な生前DNA登録イベント

依頼先 件数 地域

防災訓練 6
横須賀市，三浦市，厚木市，
小田原市，茅ヶ崎市，寒川町

病院・施設等 5 鎌倉市，三浦市，鎌倉市

歯科医師会 4 横須賀市，緑区，金沢区，港北区

町内会等 4 横須賀市，鎌倉市

神奈川歯科大学 3 横須賀市

市主催のイベント 3 横須賀市，三浦市

行政機関 2 綾瀬市，大和市

消防局 1 横須賀市

平成24年4月～27年3月にかけて行った「大規模災害時身
元確認に備えた生前DNA登録プロジェクト」の開催場所，
依頼機関の一覧
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る。そこで本学では，生前に DNA を登録し，データ
ベース化しておくことで万が一の際に迅速かつ確実な
身元確認を行う事が可能になると考えた。
　そこで，平成 24 年 4 月から 27 年 3 月にかけて，「大
規模災害時身元確認に備えた生前 DNA 登録プロジェ
クト」を行った。このプロジェクトは文部科学省私立
大学戦略的研究基盤形成支援事業の一環として実施
し，本学附属病院やイベント等で約 3,000 人の登録及
び約 2,000 人分のデータベースが構築された。
　生前 DNA 登録を行った場所は神奈川県内で，主に
学内のイベントや防災訓練や歯科医師会，町内会など
依頼のあった場所に出向いて行った（表 1，図 1）。遺
族と思われる姉は表中の 1 つのイベントで DNA を採
取していた。
2-1．口腔内細胞の採取
　生前 DNA 登録は，まず希望者に対して説明を行い，
同意の場合同意書に必要事項を記入してもらう（図
2）。その後オムニスワブ（GE ヘルスケアライフサイ
エンス株式会社）にて頬粘膜から口腔粘膜細胞を採取
し，登録証を交付した（図 3）。その後オムニスワブ
を教室に持ち帰り保管した。
2-2．スワブからの DNA抽出
　オムニスワブの先端を 1.5 ml の滅菌遠心チューブ
に入れ，QIAamp	DNA	Mini	Kit（QIAGEN 社）を用

いて抽出した。つまり，スワブの入っているチュー
ブに Buffer	AL	450 μl，Proteinase	K	20 μl を入れ撹
拌，56℃の恒温槽に 30 分置く。その後撹拌，100% エ
タノール	450 μl 入れ撹拌，この混液を全量 QIAamp	
DNA	Mini	Spin	Colom に入れ，蓋を閉め 8000 rpm
で 1 分間遠心をかける。下に落ちたろ液を捨て，再
びチューブに乗せて Buffer	AW1	600 μl をカラムに
入れ 8000 rpm で 1 分間遠心をかける。さらにその
ろ 液 を 捨 て，Buffer	AW2	600 μl を カ ラ ム に 入 れ，
8000 rpm1 分間遠心をかける。ろ液を捨て，カラムを
新しいチューブに乗せて 14000 rpm で 3 分間遠心分
離をかける。カラムに Buffer	AE を 100 μl 入れ，5 分
放置後 14000 rpm で 1 分間遠心分離する。
2-3．歯からの DNA抽出
　鑑定資料は死体の歯を用いた。歯は縦断切片を作
成し，TBONE	EX	KIT（株式会社 DNA チップ研究
所）を用いて脱灰・蛋白質分解処理・抽出を行った 4,5）。
つまり，歯の汚れをふき取り，ブロックに固定する。
Isomet にて 1.5～2 mm の厚さに切断し，切片を超
音波洗浄する。滅菌超純水にて洗浄後，T-bone	EX	
KIT の Solution	A に切片を 2～3 枚入れ 56℃の恒温
槽に 2～3 日置く。その間 1 日に 3～4 回転倒混和を
行う。その後 Solution	B	1.8ml を加え，56℃の恒温槽
で 3～4 回転倒混和を行いながら 2 時間おく。切片を
滅菌超純水にて洗浄し，新しい 50ml 滅菌チューブに
移し，Solution	C	400 μl と Proteinase	K	50 μl を添加
し 56℃の恒温槽で 3 ～ 4 回転倒混和を行いながら 3
時間置く。
　その後混液を 2 ml 滅菌チューブに移し，TE 飽
和フェノールを混液と同量添加，15 回転倒混和後
13000 rpm で 5 分間遠心を行う。
　DNA 層を新しい 2 ml 滅菌チューブに移し，同量の
フェノール・クロロホルム・イソアミルアルコールを
添加し，15 回転倒混和後 13000 rpm で 5 分間遠心を
行う。
　DNA 層を新しい 2 ml 滅菌チューブに移し，同量の
Buffer	AL を添加し，15 秒ボルテックスをかけ，その
後スピンダウンし，そこに DNA 層と同量の 100% エ

図2　前DNA登録の際に使用した，同意書
研究の内容を説明し，同意を得た上で記入してもらった。

図3　	口腔粘膜細胞を採取するための，オムニスワブ（GE
ヘルスケアライフサイエンス株式会社）

左右の頬粘膜を10回ずつ擦って口腔粘膜細胞を採取する。
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タノールを添加，またボルテックスをかけ，スピンダ
ウンを行う。
　QIAamp	Mini	Spin	Colum に 650 μl 移し，8000 rpm
で 1 分間遠心をかける。
　ろ液を捨て，残りの溶液をミニスピンカラムに移し，
8000 rpm で 1 分間遠心をかける。Buffer	AW1	600 μl
をカラムに入れ 8000 rpm で 1 分間遠心をかける。さ
らに Buffer	AW2	600 μl をカラムに入れ，8000 rpm1
分間遠心をかける。ろ液を捨て，カラムを新しいチュー
ブに乗せて 13000 rpm で 1 分間遠心をかける。カラ
ムに Buffer	AE を 100 μl 入れ，5 分放置後 14000 rpm
で 1 分間遠心分離する。
2-4．核 DNA常染色体分析
　核 DNA の STR は専用の分析キット（Amp	FLSTR	
Identifiler（Applied	Biosystems 社））を用いた。DNA
プライマーおよび PCR の条件はキット添付のマニュ
アルに従い行った。mtDNA の HV1 ローカスは，DNA
プライマーの塩基配列および PCR の条件は学術雑誌
に報告された文献を参考として発注合成したものを用
い行った。
　STR は PCR 増幅産物をマニュアルに従い処理した

後，ABI	Prism	3130XL（機器：Applied	Biosystems）
でキャピラリー電気泳動分析，Gene	Mapper	ID（ソ
フト：Applied	Biosystems）でキット付属のアレリッ
クラダーを指標に解析判定を行った。
2-5．ミトコンドリア DNA（mtDNA）分析
　PCR 法により核 DNA に存在する HV1 ローカス

（16,111～16,400）は補助的に用いた。
　mtDNA は PCR 増 幅 産 物 を 確 認 後， サ イ ク ル
シークエンス反応を行い，ABI	Prism	310（機器：
Applied	Biosystems）を用いキャピラリー電気泳動で
分析，付属のソフトで解析を行った。型は基準とされ
る Anderson らが報告した mtDNA の塩基配列（基準
配列）と比較，塩基置換があった場合は置換した部位
と置換数で型とした。

結 果

　生前死後の照合判定
　遺体の歯から抽出した DNA から検出された STR
の結果と姉と思われる人物の STR を比較し，共通す
る型の遺伝子頻度から弟と姉らしさ（尤度比）を算出
した。生前 DNA 登録と死後の DNA 分析の照合判定

図4　生前DNA登録，保存方法と死後のDNA分析
生前のDNA情報を登録しておくことで，大規模災害など
により死亡した場合でも，死後のDNA情報と完全に一致
することから，迅速かつ確実な身元確認が可能となる。

図5　分析結果
生前死後のSTRを比較し，共通する型の遺伝子頻度から
弟と姉らしさ（尤度比）を算出した。その結果STRの尤
度比は425，確率は99.765％であった。

身元不明死体 姉（登録済DNA）

   D8S1179 10,11 11

   D21S11 29,30 29,30

   D7S820 10,11 11,12

   CSF1PO 10,11 11,12

   D3S1358 15,16 15

   TH01 6,7 6,7

   D13S317 11,12 10,11

   D16S539 9,10 9,10

   D2S1338 19,22 19,26

   D19S433 12,14.2 13,14.2

   vWA 14,16 14,16

   TPOX 9,11 8,11

   D18S51 14,15 14,15

   D5S818 10,11 8,10

   FGA 21,23 19,23

 Amelogenin xy xx
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の流れを図 4 に示す。
　今回の結果では，日本人集団から検出した遺伝子頻
度から STR の尤度比は 425，確率は 99.765％であっ
た（図 5）。弟姉関係を肯定する目安は尤度比 500 確
率が 99.8% であることからやや低い値であった。
　mtDNA は 5 塩 基 置 換（16129A-16189C-16223T-
16297C-16298C）で一致した。この塩基置換型は本学で
は 1,200 件中 21 例あり，出現頻度の逆数を尤度比とす
ると尤度比は 57 であった。
　STR は核 DNA に存在し，どちらも独立した DNA
であるため，mtDNA の尤度比をかけ合わせたところ，
総合尤度比は 24,225，確率は 99.996% となり，弟姉関
係を肯定できる値となった。
　子どもに存在する遺伝情報は両親から受け継いでい
るため，核 DNA の常染色体を分析することで，兄弟
姉妹らしさを確率論から証明することができる。また，
mtDNA は母親から子供に遺伝するため，母子鑑定や
同一の母親から生まれた兄弟鑑定に利用される。

考 察

　本事例では，身元不明死体の遺族が生前に DNA 登
録を行っていた。これにより比較すべき DNA のデー
タ化および鑑定に要する時間を短縮することができ
た。
　身元不明死体が生前に DNA を登録していた場合
は，その DNA 情報と死体の DNA 情報は完全に一致
することから，迅速かつ確実な身元確認が可能になる
と考えられた。今回，DNA が保管されていたことで
必要に応じて mtDNA の分析も可能となることが証
明され，DNA の保管も大切であることを再認識した。
また，本事例により，本人が登録していない場合でも，
親族が登録してあることで身元確認に有効であること
が示唆された。
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